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【開催報告】
プロジェクトスクール＠3331プレ企画 in 新潟
オープンセミナー「アートから地域を考える」
（本間智美・中村政人／モデレーター：杉浦幹男）

【概　要】
日　時：2017年 6月 17日（土）14:00 - 17:00
場　所：旧第四銀行住吉町支店日本間（新潟県新潟市中央区柳島町2-10みなとぴあ敷地内）
参加費：無料
参加者：28名
主　催：文化庁、（一社）コマンドN
共　催：アーツカウンシル新潟（公益財団法人新潟市芸術文化振興財団）
登壇者：本間智美（建築士、デザイナー、プロデューサー）
　　　　中村政人（プロジェクトスクール＠3331ディレクター、東京芸術大学教授）
モデレーター：
　　　　杉浦幹男（アーツカウンシル新潟プログラムディレクター）

新潟市文化スポーツ部文化創造推進課 課長
の塚原様よりご挨拶

会場と一体となって考える、アート と地域
の関係性

市民プロジェクトを実践されている方も
多く、会場からも積極的な発言

プロジェクトスクール＠3331では、東京での講義だけでなく、地方での取り組みとして「地域合宿ワー
クショップ」を新潟県新潟市と秋田県大館市、岩手県釡石市で実施する予定です。
2009年より 3年に 1度「水と土の芸術祭」を開催する新潟市では、同祭にかかる市民プロジェクトが多
数立ち上がり、「アートと地域」を考える機会が増えています。来年度に「水と土の芸術祭 2018」を控え
る中、市内で活躍する人材とスクール生が合宿を通じて一緒に議論し、活動することで、新たな展開が期
待されます。今回はそのプレ企画として、オープンセミナーを開催しました。



新潟市文化スポーツ部文化創造推進課 課長 の 塚原進様
よりご挨拶いただきました。14:00　開会

事務局よりプロジェクトスクール＠3331の概要説明。
昨年度の第１期の取り組みを示しながら、今年度の実施
内容について紹介しました。

14:10～14:30
プロジェクトスクール
＠3331の紹介

建築士・デザイナー・プロデューサーであり、前回の水
と土の芸術祭にて副実行委員長である本間智美さんより、
居住する新潟市南区での各種取り組みに関するプレゼン
テーション。「天昌堂プロジェクト」など住民の目線を重
んじながら、多数展開するコミュニティ形成・行政連携
を紹介いただきました。

14:30～15:00
新潟市での

先進的な取り組み紹介

モデレーターに新潟アーツカウンシルの杉浦氏を迎え、
本間氏とプロジェクトスクール＠3331ディレクターの
中村のトークセッションを実施。中村より自身の手がけ
てきた各種プロジェクトの紹介後、アートと地域をテー
マにトークセッションを行いました。
後半では参加者からの質疑応答も実施しました。

15:10～17:00
オープントーク

本間さんは「水と土の芸術祭 2015」の市民サポーターの代表就任以降、役を降りた今もプロデューサー
として南区を中心に大変精力的に活動を行われています。アートプロジェクト推進のためのハブ拠点の設立や、
コーディネーターの育成、様々なセクターとの連携など、まさに先駆的な取り組みを実践されているのです！
「南区だけではなく各地区でハブ拠点ができることで、組織や分野を超えたコラボレーションやイノベーショ
ンが生み出され、文化が人と人、人とまち、過去と未来を繋ぐことができると信じています。」（本間）

Top ics
・「水と土の芸術祭2015」にて市民プロジェクトを多数展開

・「ここには何もない」という地域も、本当は宝がたくさん眠っている
地域では自らのことを「ここには何もない」と表現しがちですが、見え方の転換をはかることで、もともと
ある地域の資源に光を当てることができます。
「『何もない』という言葉は、例えば絵や建物などの形あるものがないというだけで、想いや情景、言葉など
の身体化された文化資本は沢山あり、十分豊かであると言えます。アートプロジェクトは、それに気づくきっ
かけを提供できると考えています。」（中村）
アーティストが地域に根付いた活動を行う意義、また地域とアートを結びマネジメントを行う人の役割はこ
の「きっかけづくり」にあるのかもしれません。


